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多様な交流活動の推進【交流施策】
　観光交流・スポーツ交流・文化交流・国際交流・地域間交流など、「交流」をキーワードにし
たさまざまなイベントや事業を通じて交流人口の増加を目指し、高梁の魅力を広くＰＲすること
で、経済効果の波及や定住への誘導を図っていきます。

新
　
規

次世代につなぐ

備中たかはし松山踊りにぎわい再生事業
【予算36万円／商工観光課☎�０２２９】

高梁市の歴史的風致・地域文化を次世代に継承し、また
子どもの参加により家族・親族、町内での松山踊りへの
参加を誘発し、往時の賑わいを取り戻すきっかけとする
ため、次の事業へ補助を行います。
【事業概要】
①松山踊りを習う機会がなく、踊りたくても踊りの輪に
　参加できない子どもたちが増えているため、踊りの指
　導者を市内の小中学校へ派遣し、学校行事の一環とし
　て、児童生徒を対象に講習会を行います。
②松山踊り開催期間中の機運を醸成するため、低コスト
　で広範囲に音頭を配信する方法としてネット配信の研
　究を行います。

新
　
規

文化・スポーツ交流活動を応援

文化・スポーツ交流事業奨励金
【予算300万円／スポーツ振興課☎�０４２５
　　　　　　　　　   社会教育課☎�１５１６】

市内の社会教育または体育施設を利用して行う文化・ス
ポーツ交流活動を奨励し、交流人口を増加させることを
目的に、その交流事業を行う主催者または主催団体に対
して奨励金を交付します。

継
　
続

広域的なスポーツ交流

ヒルクライムチャレンジシリーズ2012高梁 
吹屋ふるさと村大会
【予算550万円／スポーツ振興課☎�０４２５】

広域的なスポーツ交流を進めるため、昨年度に引き続きヒ
ルクライムチャレンジシリーズを開催します。大会初年度
となる昨年度は645人の応募があり、本年度はさらに市
民に身近な大会になるよう『高梁 吹屋ふるさと村大会』
として開催します。自転車競技大会を開催することは、
本市を日本だけでなく世界に発信する大きなチャンスと
捉えています。また20～50代の新たな観光人口や交流人
口を開拓し、年間を通じて継続的な地域づくりやまちづ
くりにつなげていきます。

新
　
規

歴史的風致の維持と向上を図ります

御殿坂修景整備事業
【予算400万円／建設課☎�０２３２】

備中松山城登城の入り口にあたる御殿坂は、周囲の白壁
や高い石垣と一体となり、歴史的な景観をかもし出して
いますが、坂の一部に見られる現代的な舗装が景観を損
ねています。そこで周辺景観に合うような美装化を行い、
歴史的風致の維持および向上を図ります。

新
　
規

歴史的な街並み景観の向上を図ります

武家屋敷通り景観修景事業
【予算1,800万円／建設課☎�０２３２】

石火矢町は、古くから備中松山城下の武家の町として営
まれ、今も格式ある門構えの武家屋敷が立ち並んでいま
す。県から「ふるさと村」としても指定されており、多
くの観光客が訪れる場所となっています。この通りを美
装化し歴史的な街並み景観の向上を図ります。

新
　
規

歴史を感じる施設へ

備中松山城御膳棚トイレ改修事業
【予算157万円／社会教育課☎�１５１６】

利用者にとって快適に、また街並みに配慮した施設にす
るため、市内の公衆用トイレを順次整備・改修していきま
す。その第一弾として、備中松山城天守手前にある御膳
棚トイレの修繕・改修を行い、観光客が利用しやすい設備
にします。
【事業概要】
　和式トイレを洋式トイレに改修
　タイルや看板の補修など

継
　
続

伝統的な街並みの魅力を高める

吹屋巡回バス運行事業
【予算200万円／商工観光課☎�０２２９】

平成23年度に取得したボンネットバスを新規路
線バス運行に活用することで吹屋の伝統的な街
並みの魅力を高め、観光客の満足度や話題性を
高め、集客・交流人口の増加を図ります。

継
　
続

「高梁市」の名前を全国に

ＰＲ大使高梁市広報宣伝事業
【予算150万円／企画課☎�０２０８】

本市にゆかりのある倍賞千恵子さん、小六禮次
郎さんご夫妻に「備中高梁ＰＲ大使」として「高
梁市」の名を全国に広めていただき、観光客の
増加や特産品の販売促進等につなげていくこと
により一層の市勢振興を図ります。

歴史的風致維持向上計画実施事業【その他施策：景観】

新
　
規

歴史的建造物の保護

吹屋小学校校舎保存修理事業
【予算2,000万円／社会教育課☎�１５１６】

市には吹屋小学校校舎や郷土資料館など、重要
な明治期の洋風木造建築が保存されています。
吹屋小学校校舎は、県重要文化財に指定されて
いますが、建築後100年以上経過して傷みが激
しい状態であることから、文化財としての保存
修理を行う必要があります。保存修理により校
舎の保存を図るとともに、明治期の小学校校舎
を後世に伝えていきます。本年度は保存修理に
向けての基本設計を行います。

新
　
規

高梁らしい魅力の発信

「城下町散策絵図」作成
【予算50万円／歴史まちづくり課☎�０２５７】

高梁の城下町には今も当時の町割や路地が残っています。
また、町家や武家屋敷・寺社など風情ある古い建物も歴
史を感じさせます。こうした古い町並みを生かした高梁
らしい魅力を広く皆さんに発信するためにも、町並みの
特徴を盛り込んだ「城下町散策絵図」を作成します。

31,000

32,000

33,000

34,000

35,000

36,000

37,000

38,000

0

100

200

300

400

500

600

700

800

16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年

17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年

16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年

201

260

206 210 205 196
168

766
727

628
703

620 600

467 480

37,958
37,488

37,005
36,367

35,786
35,164

34,482
33,971

人
口（
人
）

出
生
数（
人
）

観
光
客
数（
千
人
）

0

50

100

150

200

250

300

（商工観光課調べより）

まちのデータ 観光客数の推移


